Boc保護イミン前駆体としてのBoc保護アミナールの開発と合成反応への応用 by Yurino, Taiga
Title
Development and Synthetic Application of N-Boc-Protected







Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
“Development and Synthetic Application of N-Boc-Protected Aminals as the Precursors 
of N-Boc-Protected Imines”  
 百合野大雅  
（京都大学大学院理学研究科化学専攻 2013 年 3 月単位認定退学 5 月学位授与） 
 
























第二章 Boc 保護イミン前駆体としての Boc 保護アミナールの開発と合成反応への応用 
 これまでにも、数多くの Boc 保護イミン前駆体が開発され、触媒的不斉合成などに
用いられてきた。しかしながら、イミン炭素上にアルケニル基やアルキニル基を持つ





















アミン(R)-3a および(R)-3b の効率的な合成法はこれまで存在しなかった。 
申請者は、ビナフチル基の一部が還元されたジアミン (R)-4 を基質として用い、N-





















 そのような中、申請者は、第一章で合成した Boc 保護アミナールを Boc 保護アルキ
ニルイミン前駆体として用いた、立体選択的なプロパルギルアミンの合成法を開発した。
軸不斉を有するリン酸触媒(S)-5f を用いることで、アルキニル基を有する Boc 保護アミ
ナールと環状β-ケトエステルとの立体選択的な Mannich 型反応が円滑に進行し、四級
不斉炭素を含む連続不斉中心を有するプロパルギルアミン誘導体が高収率、高立体選択
的に得られることを見出した。 
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